
１ 冬季の労働災害防止について 

２ 平成２８年用特自検検査済標章等の発行 

 平成28年の特定自主検査済標章、定

期自主検査済標章、検査記録表等各種

物品の頒布を開始しております。平成28

年の検査済標章の色は赤色となっており

ます。 

 12月18日までにお申し込みをいただけ

れば本年中に発送いたしますが、それ以

降にお申し込みの場合には、本年中の発

送は必ずしもお約束できません。 

 平成27年用の検査済標章は優先的に

発送いたしますので、その旨申込書に記

載してください。 

 申込書の様式は既に送付してあります

が、当支部のホームページからダウン

ロードできます。申込みはＦＡＸ又は郵送

でお願いします。 

 平成28年1月1日以降は、平成27年の

検査済標章は使用できません。残った検

査済標章は標章番号を含む部分を遺し

て切断し、台紙に貼り付けて使用する等

適切な処分をお願いします。(当支部

ホームページの「平成28年特自検済標

章等の頒布について」の下の方に図入り

の説明があります。） 

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会長野県支部 
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建荷協長野県支部通信 

 今年の建設荷役車両特自検強調月間

もほぼ終了しました。各地域協議会では、

検査業及び事業内検査事業場に対して

巡回指導を行い、リスクコミュニケーショ

ンを深められたことと存じます。 

 今年もあと1か月、年末から新年にかけ

て寒冷と降雪の季節に入り、積雪や凍結

による冬季特有の災害が発生しやすくな

ります。次のような点に注意して点検を実

施し、災害を未然に防ぎましょう。 

１ 凍結による転倒、重機等からの転落の

危険 

２ 除雪作業における接触等の危険、エ

ンジン等の点検、整備における危険 

３ 一酸化炭素中毒の危険 

４ 交通事故による危険 

５ 作業動作等不適応による危険（作業

時の保温・体操の実施） 

６ 不適切な管理による危険 

 災害は、個々の現場作業における

ヒューマンエラーという形で出てきます

が、その発生要因には、①作業手順や指

示、教育等の要素②道具や、機器、設備

等の要素③寒冷、降雪などの環境の要

素④その人に命令する上司や同僚など

の周りの人たちの要素があります。そし

て、その人のヒューマンエラーを防止す

るには、①~④の要素全体を見てバラン

スをとっていく管理（マネジメント）が必要

です。 

 まず、安全委員会等で、冬季労働災害

防止対策について話し合い、対策を立て

ましょう。そして、経営首脳、安全スタッフ

による安全点検を実施し、従業員に対す

る教育を実施しましょう。 

ハイライト：ハイライト：ハイライト：ハイライト：    

• 年末年始年末年始年末年始年末年始のののの支部窓口休業支部窓口休業支部窓口休業支部窓口休業の

お知らせ：平成平成平成平成27年年年年12月月月月29
日日日日～～～～平成平成平成平成28年年年年1月月月月4日日日日は休

業となります。 

• 考案賞考案賞考案賞考案賞を受け付けております

のでふるってご応募ください。

応募要領等詳しくは当支部

ホームページをご参照くださ

い。 

• 頒布申込書の様式は、当支

部ホームページ「記録表記録表記録表記録表、、、、標標標標

章章章章、、、、シールシールシールシール等等等等のののの販売販売販売販売」からダ

ウンロードできます。 

〒380-0872 
長野市妻科426-1 
長野県建築士会館4F 
TEL 026-232-2880 
FAX 026-232-6606 
http://www.sacl-nagano.jp 

マグネットトレイプラスマグネットトレイプラスマグネットトレイプラスマグネットトレイプラス：マグネッ

トトレイに小物入れをボルト締め

し、重機のどんな場所にも取り付け

できる（平成27年度考案賞努力賞考案賞努力賞考案賞努力賞考案賞努力賞） 



フフフフォークリフトォークリフトォークリフトォークリフト能力向上教育能力向上教育能力向上教育能力向上教育が、10月8

日、ポリテクセンター松本で行われまし

た。研修参加者は42名でした。 

フフフフォークリフトォークリフトォークリフトォークリフト運転特別教育運転特別教育運転特別教育運転特別教育（1t未満）

が、10月13日~14日に長野地域職業訓

練センターで行われ、9名の参加者でし

た。例年参加の長野技術専門校の生徒

が減少し、しかも途中で就職が決まりキャ

ンセルが出るなど、10名を切る状況にな

りました。メリットを宣伝し、一般からの参

加を増やす必要があります。 

高高高高所作業車能力向上教育所作業車能力向上教育所作業車能力向上教育所作業車能力向上教育が、10月21日

に長野地域職業訓練センター行われ、

15名の参加でした。 

事事事事業内検査者実務研修業内検査者実務研修業内検査者実務研修業内検査者実務研修が、10月28日に

ポリテクセンター、11月4日に長野地域職

業訓練センターで行われ、それぞれ65

名、58名の参加でした。松本では遠藤支

部長、長野では塚田副支部長に開会の

挨拶をいただき、長野労働局の野池産

業安全専門官の講演の後、記録表記入

方法について研修を行い、最後に「重機重機重機重機

がががが凶器凶器凶器凶器となるとなるとなるとなる瞬間瞬間瞬間瞬間」のＤＶＤを鑑賞しまし

た。 

フフフフォークリフトォークリフトォークリフトォークリフト検査者資格取得研修検査者資格取得研修検査者資格取得研修検査者資格取得研修（（（（事事事事

業内業内業内業内））））が、11月10日～12日に長野地域

職業訓練センターで行われ、15名の参

加でした。本研修で本年度の研修は終

了しました。ありがとうございました。 

た。 

 フォークリフトや建設重機にも同様の危

険がある。 法令では警報装置（クラク

ション）の備付けは義務付けているが、

バック等の警音に規制はなく、メーカーの

自主的判断で警音等を付加している。 

 最近は業務の効率・高密度化と相まっ

て、電動化や高性能化によりエンジン音

を感じなくなっていて、重大な危険がある

ことに気付きにくい状況が見られ、機械と

の接触事故も事業場で多発している。 

 人と機械の区分等の管理ということもあ

るが、機械の危険を見えるようにする＝見

せる工夫がもっと必要である。 

 10月の初めに悲しい事故があった。道

路を歩いていた視覚障害者でマッサージ

師の方が、連れていた盲導犬とともに、

バックしてきたダンプにはねられて亡く

なった。 

 ダンプは、建設資材置き場にバックで

入ろうとしていたところ彼らに気付かず、

盲導犬は危険を察知して師を広いス

ペースに誘導しようとしていたが間に合わ

なかったようである。 

 ダンプには、バックの際に「バックしま

す」と知らせる警音装置があったが、ス

イッチは切られていた。そのためマッサー

ジ師は危険を有効にキャッチできず、盲

導犬の誘導のみに頼らざるを得なかっ

３ 本年度の研修事業全て終了 

５ 事務局だより 

「重機重機重機重機をををを信用信用信用信用しすぎてしすぎてしすぎてしすぎて

はいけないはいけないはいけないはいけない。。。。重機重機重機重機はいはいはいはい

つでもつでもつでもつでも牙牙牙牙をむくをむくをむくをむく」 

４ 車両系建設機械定期自主検査指針の公表につい

て(硬質地盤油圧式くい圧入機及び分離型せん孔機) 

 「硬質地盤油圧式くい圧入機及び分離

型せん孔機」に係る定期自主検査指針

が公表され、これに対応する記録表を、

現在建荷協で作成中です。 

 これにより特定自主検査を１年以内に実

施する必要があり、業務規程を変更した

際には変更届の必要があるので注意が

必要です。（詳細はホームページ参照） 

 「硬質地盤油圧式硬質地盤油圧式硬質地盤油圧式硬質地盤油圧式くいくいくいくい圧入機及圧入機及圧入機及圧入機及びびびび分離分離分離分離

型型型型せんせんせんせん孔機孔機孔機孔機」は、くい圧入機及びハン

マーグラフを移動式クレーンにとりつけて

一体として使用するため、基礎工事用の

機械の「くい打機」及び「せん孔機」に該

当し、「動力を用い、かつ、不特定の場所

に自走できる」ことから車両系建設機械に

該当することとなりました。(別添別添別添別添） 
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関関関関    東甲信越ブロック支部東甲信越ブロック支部東甲信越ブロック支部東甲信越ブロック支部

長会議長会議長会議長会議    長野で開催さ長野で開催さ長野で開催さ長野で開催さ

れるれるれるれる    

 10月22日に、ホテルメトロ

ポリタン長野にて開催され、

ブロック10支部長が出席さ

れ、当支部から遠藤支部長が

出席されました。 

 終了後、翌23日予定の経理

研修のため集合した各支部の

監事・事務局員も含めて懇

親・意見交換がありました。 

 当支部からは、山野井監事

も参加され、翌日の経理研修

にも出席されました。 

 研修では、公益法人として

の適正な運営等について、本

部から指示等がありました。 

  

Ｑ＆ＡＱ＆ＡＱ＆ＡＱ＆Ａコーナーコーナーコーナーコーナー    

Ｑ：事業内検査を実施してい

る事業場だが、グループ会社

（法人別）の所有する機械の

特定自主検査を実施してよい

か？ 

Ａ：労働安全衛生法第45条第2
項では、「事業者は、・・そ

の使用する労働者で・・資格

を有するもの又は・・検査業

者に実施させなければならな

い。」と規定しています。 

 事業内検査は、その法人の

所有する機械を、同法人に所

属する労働者で検査資格のあ

る者が実施するものと解すべ

きであり、仮にグループ会社

の代表者が同一であったとし

ても、法人の異なる会社が所

有する機械の検査はできませ

ん。 
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